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別紙様式１ 

令和４年度北区立柳田小学校自己評価報告書 
        令和５年２月１日    

 
北区立柳田小学校 校長  貝塚 一石    

１ 自己評価の結果と分析 

領
域 

中期
的経
営 
目標 

短期 
経営目標 取組に関する目標及び数値 評

価 成果に関する目標及び数値 評
価 分 析 

徳 

かけ
がえ
のな
い命
を大
切に
し将
来へ
の夢
や希
望を
育む
ここ
ろざ
しを
育成
する 

①人権意識
を高め命を
大切にする
教育の推進 

④Ｑ－Ｕを活用した児童理解を踏まえ
た学級経営、体罰のない指導を教職員の
10０パーセントが実施 

④ 

④「いじめは、どんな理由があってもいけない
ことだと思いますか」に「あてはまる」と回答
した児童の割合が１００パーセント 

③ 

「ふれあい月間」、児童、保護者
アンケート、Ｑ－Ｕ調査など実
施。全学年人権擁護委員による授
業実施。人権集会は集合形式を再
開。成果数値９３．５パーセント
と年度比2．2ポイント増加。
言葉遣いは週目標などで継続。 

③８０パーセント以上が実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセント以上が実施 ②６０パーセント以上 
①６０パーセント未満が実施 ①６０パーセント未満 

②規範意識
や思いやり
の心の育成 

「柳田小学校みんなのやくそく」を活用
した指導を教職員の１００パーセント
が実施 

④ 

④「学校のきまりをまもっていますか」に「あ
てはまる」「ややあてはまる」と回答した児童
の割合が１００パーセント 

③ 

成果数値は９３．９ポイントと
０．８ポイント上昇。あいさつの
励行は月を追い定着。廊下の歩
行、言葉遣いが課題。代表委員が
声を掛けたりポスターを作成。１
１月あいさつ点検カードを実施。 

③８０パーセント以上が実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセント以上が実施 ②６０パーセント以上 
① ０パーセント未満が実施 ①６０パーセント未満 

③社会に貢
献する責任
感を育て将
来の生き方
を考える教
育の推進 

④地域貢献活動、職場見学、地域の方々
との交流活動等を学級の１００パーセ
ントが実施 

④ 

④「地域や社会をよくするために何をすべきか
を考えることがある」に「あてはまる」と回答
した児童の割合が９０パーセント以上 

① 

成果数値は３９．１ポイントと
４．９ポイント減少。地域清掃活
動、渋沢栄一の社会貢献活動など
を取り上げた。６年生は土曜公開
授業日に卒業対策委員会と連携
し職業の話を保護者から聞いた。 

③８０パーセント以上が実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセント以上が実施 ②６０パーセント以上 
①６０パーセント未満が実施 ①６０パーセント未満 

④郷土の伝
統・歴史、文
化・芸術に対
する理解の
促進 

④地域の歴史・文化、学校の歴史を学ぶ
学習を学級の１００パーセントで実施 

④ 

④「今、住んでいる地域の行事に参加していま
すか」に「よくある」と回答した児童の割合が
９０パーセント以上 

① 

成果数値は５３．５パーセントと
昨年度より７．８ポイント上昇。
体験がまだできないものはきた
コンを活用して行った。北区観光
ボランティアガイドによる郷土
史を学ぶ活動は継続実施できた。 

③８０パーセント以上が実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセント以上が実施 ②６０パーセント以上 
①６０パーセント未満が実施 ①６０パーセント未満 

知 

「知
識基
盤社
会」に
おけ
る自
立に
向け
て必
要と
なる
学力
を育
成す
る 

⑤基礎・基本
を身に付け
る教育の推
進 

④「授業改善推進プラン」に基づき授業
改善を指導者の１００パーセントが実
施 

④ 

④「北区基礎・基本定着度調査」 小学校４年
生 国語、算数で区平均を５ポイント以上上回
る 

② 

国語は区平均を１．４ポイント下
回り算数は０．２ポイント上回っ
た。国語の領域別は「言葉の使い
方」が課題。算数は全学年で目標
値も区平均も上回基礎・基本が定
着定着している。 

③８０パーセント以上が実施 ③区平均を２ポイント以上上回る 

②６０パーセント以上が実施 ②区平均を１．９ポイント以下上回る 
①６０パーセント未満が実施 ①区平均を下回る 

⑥学習習慣
と学習意欲
の重視 

④「柳田小学校学習のルール」に則した
指導、「宿題ばっちり週間」の取組を指
導者の１００パーセントが実施 

④ 

④「自分で学習の計画を立てて、授業や家で学
習に取り組んでいる」に「あてはまる」「やや
あてはまる」と回答した児童の割合が９０パー
セント以上 ② 

成果数値は７９．２パーセント。
昨年度より３．４パーセント低
下。「宿題ばっちり１週間」「宿
題オリジナル週間」を年間３回実
施。目標時間を達成した児童が増
加して学習習慣は定着している。
特定児童の個別の支援策が必要。 

③８０パーセント以上が実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセント以上が実施 ②６０パーセント以上 
①６０パーセント未満が実施 ①６０パーセント未満 

⑦活用する
力を育成し
自ら学び自
ら考える教
育の推進 

④「主体的・対話的で深い学び」を視点
に、問題解決型学習やＩＣＴを活用した
授業を学級の１００パーセントで実施 

④ 

④「授業では、学級やグループの中で自分たち
で課題を立てて、その解決に向けて情報を集
め、話し合いながら整理して、発表するなどの
学習活動に取り組んでいたと思う」に「あては
まる」「ややあてはまる」と回答した児童の割
合の合計が９０パーセント以上 

③ 

成果数値は９３．８ポイントと昨
年度より５．７ポイント上昇。昨
年度感染症対策により取り組む
ことが難しかったグループでの
話し合いの学習機会を増やすこ
とができた。きたコンを活用し、
意見を発表したり、共有したりす
ることで児童間の交流を深める
学習が増加してきている。 

③８０パーセントが実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセントが実施 ②６０パーセント以上 
①５０パーセントが実施 ①６０パーセント未満 

⑧家庭教育
への支援と
「これから
の社会を生
き抜く力」へ
の新たな対
応 

④「柳田小学校 学びのきほん 家庭学
習の手引き」「宿題ばっちり週間」の取
組を活用し家庭学習を意図的・計画的に
学級の１００パーセントで実施 ④ 

④「学校は、長期休業中や放課後の生活や学習
についても助言をしていると感じる」に「とて
も感じる」「ある程度感じる」と回答した保護
者の割合の合計が９０パーセント以上 ③ 

成果数値は８３．５パーセントと
昨年度より７．３ポイント低下。
「連絡帳」の役割をきたコンに置
き換えてきた。長期休業期間の情
報提供はきたコンに置き換える
ことが不十分だった。学童クラブ
などとの連携は文書で継続実施。 

③８０パーセントが実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセントが実施 ②６０パーセント以上 
①５０パーセントが実施 ① ０パーセント未満 

 体験
的な
学習
を通
した
健や
かな
体づ
くり
と自
らの
安全
を守
る力
を育
成す
る 

⑨体力の向
上と健康づ
くりの推進 

④体育の授業で「５種目走」の取組を年
間を通じ学級の１００パーセントで実
施 

④ 

④東京都児童・生徒体力・運動能力、運動習慣
調査 体力合計点（小学校６年生）が男女とも
東京都平均を５ポイント以上上回る 

③ 

コロナから回復し体育科での学
習の幅が増えた。休み時間楽しく
外で遊ぶ児童も増えてきた。どの
学年も体力調査などで総合ポイ
ントは東京都平均を上回ること
ができた。ボール投げ、立ち幅跳
びなどに課題がある。 

③８０パーセントが実施 ③東京都平均を２ポイント以上上回る 

②６０パーセントが実施 ②東京都平均を上回る 

①５０パーセントが実施 ①東京都平均を下回る 
⑩自然体験
活動の充実 

④近隣の自然環境活用、校外学習・移動
教室等での運動体験を学級の１００パ
ーセントで実施 

④ 

④東京都児童・生徒体力・運動能力、運動習慣
調査 「運動やスポーツをすることは好きです
か」に「好き」「やや好き」と回答した児童の
割合の合計が１００パーセント ③ 

成果指標は８９．３パーセントと
昨年度比８．２ポイント上昇。休
み時間の遊びや体育の学習が充
実し運動習慣が身についてきた。
各月間の取組や行事の実施も効
果的で運動を楽しもうとする雰
囲気をつくることができた。 

③８０パーセントが実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセントが実施 ②６０パーセント以上 
①５０パーセントが実施 ①６０パーセント未満 

⑪ 給食の
充実と食育
の推進 

④「健康チャレンジ週間」を利用しての
「早寝・早起き・朝ごはん運動」の推進
の取組を学級の１００パーセントで実
施 ④ 

④学習や生活に関するアンケート「朝食を毎日
食べていますか」に「あてはまる」と回答する
児童が１００パーセント 

③ 

成果指標は８９．９パーセントと
昨年度比４．８ポイント上昇。給
食試食会に代わり「おうちで話
食」実施。保護者の反響がよく献
立表に給食のレシピを掲載開始
したこととあわせ家庭への啓発
になった。 

③８０パーセントが実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセントが実施 ②６０パーセント以上 
①５０パーセントが実施 ①６０パーセント未満 

⑫ 安全教
育・防災教育
の推進 

④「防災ノート防災と安全」を踏まえた
首都圏直下型地震に対応した避難訓練
や風水害対策の避難訓練を学級の１０
０パーセントで実施 ④ 

④東京都教育委員会「防災ノート ～災害と安全～ ４～６年

生」の質問「みんなで協力して避難所の生活を過ごすなかで、あ

なたができることは、どのようなことですか？」に適切に回答す

る児童が９０パーセント以上 ④ 

成果指標は９８．０パーセントと
０．３ポイント上昇。きたコンの
活用が拡大するなかＳＮＳなど
を中心に「セーフティ教室」を実
施。河川管理事務所と連携し風水
害時の避難経路の指導と各家庭

③８０パーセントが実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセントが実施 ②６０パーセント以上 
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①５０パーセントが実施 ①６０パーセント未満 への啓発活動を継続して進めた。 

公 
助 

学び
の環
境の
充実
と子
ども 
・家庭
への
きめ
細や
かな
支援
を充
実す
る 
 

⑬ 特別支
援教育の推
進 

④教育的配慮及び支援の必要な児童へ
の対応について共通理解する校内委員
会を教職員で年間１０回以上開催 

④ 

④専門機関との連携や適切な教育的支援によ
り学校生活への適応の状況が一年前より向上
した児童が１００パーセント 

④ 

校内委員会の対応件数増加に伴
い事前検討機会を設定して効率
的に検討を進めた。スクール・ソ
ーシャルワーカーとの連携を多
く取り入れて家庭を含め支援の
幅を広げ児童の適応状況を改善
するようにしてきた。 

③８回以上開催 ③８０パーセント以上 
②６回以上開催 ②６０パーセント以上 

①５回以下開催 ①６０パーセント未満 

⑭ 子ども
と家庭への
きめ細やか
な支援の充
実 

④虐待問題等が危惧される件について
は子ども家庭支援センター等との連携
について１００パーセント実施 

④ 

④関係諸機関と連携して解決が必要な虐待問
題等がある児童が年間を通して０名 

④ 

家庭との連携が必要な件ついて
スクール・ソーシャルワーカーを
含めて組織的に対応し改善の方
向へ進めた。職員研修の実施や保
護者が相談しやすい組織や窓口、
ていねいな説明を心がけてきた。 

③８０パーセントが実施 ③１名 
②６０パーセントが実施 ②２名以上 
①５０パーセントが実施 ①３名以上 

⑮ 教員の
資質・能力の
向上 

④研究部等の企画による「授業改善のた
めの校内研究会」「ミニ研修会」を年間
を通じて１０回以上実施 

④ 

④「学校は、教職員の資質向上に様々な方法で
取り組んでいると感じる」に「とても感じる」
「ある程度感じる」と回答した保護者の割合の
合計が１００パーセント ③ 

成果指標は８２．１パーセントと
昨年比７．５ポイント低下。３回
国語教育専門講師を招き研究授
業、検証授業を全学級で実施し保
護者へ報告した。教員ミニ研修会
を１１月までに１８回実施。9月
中学校ファミリーの授業を実施。 

③８回以上実施 ③８０パーセント以上 
②６回以上実施 ②６０パーセント以上 
①５回以下実施 ①５９パーセント以下 

⑯ 安心・安
全な教育環
境整備の推
進 

④月１回の安全点検を教職員の１００
パーセントが実施 

④ 

④校庭・体育館・教室の学校施設内で５日間以
上通院する事故の発生件数が年間０件 

③ 

月１回の安全点検で問題点を確
認し適切に修理を行った。運動会
前放送設備を改修し校庭のトイ
レ男女隔壁設置。学芸会前体育館
舞台設備修理を実施。 

③８０パーセントが実施 ③５回以下 
②６０パーセントが実施 ②６回から１０回 
①５０パーセントが実施 ①１１回以上 

共
助 

絆づ
くり
と活
力あ
る学
校・地
域コ
ミュ
ニテ
ィを
創造
する 

⑰ 保護
者・地域の期
待に応える
学校づくり
の推進 

④学校広報活動の充実のため学校ホー
ムページ、正門掲示版を月４回以上更新 

③ 

④「学校は、学校公開や各種だよりなどの広報
活動の充実に努めていると感じる」に「とても
感じる」「ある程度感じる」と回答した保護者
の割合の合計が９０パーセント以上 ④ 

成果数値は９６．０パーセントと
昨年度より１．３ポイント減少。
「幹太プランだより」は１１月ま
でに４７号を発行し昨年度の４
８回と並んだ。きたコンによるお
便りの配信を開始し紙の配布か
ら切り替えを進めた。 

③月３回以上更新する ③６０パーセント以上 
②月２回以上更新する ②４０パーセント以上 
①月１回以下更新する ①４０パーセント以下 

⑱ 学校園
間の接続や
連携の推進 

④幼稚園・保育園・中学校等との交流活
動や連携活動を年間８回以上実施する 

① 

④新入学児童の１００パーセントが７月まで
の間に学校生活に慣れ、落ち着いて生活や学習
活動に取り組んでいる 

④ 

足立新田高校のすもう教室が復
活できた。感染状況を見て保育園
や中学校などとの交流を検討し
たが直接的な交流は難しかった。
東京国際フランス学園とのカレ
ンダー交流は４月から継続実施。 

③年間６回以上実施する ③８０パーセント以上が落ち着いている 
②年間３回以上実施する ②６０パーセント以上が落ち着いている 

①年間２回以下実施する ①６０パーセント以下が落ち着いている 
⑲ 地域全
体の教育力
の向上 

④地域の人材の参画による学習・授業を
学級の１００パーセントで実施 

④ 

④学習に参画する保護者・地域の方々の人数が
３０名以上 

④ 

感染予防に努めゲストを招き地
域の行事や歴史・伝統、人権、防
災を学ぶ活動を実施。「渋沢栄一
から学ぶ」学習を北区観光ボラン
ティアガイドと連携して実施。 

③８０パーセントが実施 ③２０名以上 
②６０パーセントが実施 ②１０名以上 
①５０パーセントが実施 ①９名以下 

⑳ 学校評
価を活用し
た自律的な
学校経営の
実現 

④学校関係者評価の充実に向けて学校
運営連絡会議を年間を通じて実施し委
員の１００パーセントが学校関係者評
価を実施 ④ 

④学校関係者評価者の「評価４」が９０パーセ
ント以上 

④ 

１１月区教育委員会学校訪問実
施。関係諸機関と連携し対応を進
めた。予算執行は感染予防対策、
修繕などの支出を効率的に進め
た。ＰＴＡ、保護者や地域と連携
をとり経営改善を行い理解を得
ながら進めている。 

③８０パーセントが実施 ③８０パーセント以上 
②６０パーセントが実施 ②６０パーセント以上 
①５０パーセントが実施 ①５０パーセント以下 

 
２ 改善の方策 

 ★中期的目標１ かけがえのない命を大切にし将来への夢や希望を育むこころざしを育成する  

「ふれあい月間実践シート」やアンケートを踏まえ体制の課題点を改善する。児童アンケートの「きまりをまもっている」

をさらに向上させるよう課題になる点を適宜「取組週間」として実践する。きまりを守る理由を主体的に考える機会を設定

する。渋沢栄一に関する副読本「LOVE LIVE LEAD」や北区の歴史や文化についての資料を関係諸機関と連携しながら多角的

に活用し、地域外部講師の参画を含め地域を学ぶカリキュラムを計画、実践していく。 

 ★中期的目標２ 「知識基盤社会」における自立に向けて必要となる学力を育成する     

校内研究の国語「言葉の使い方」「読むこと」を重視した取組を継続させていく。朝学習やフォローアップ教室は苦手な部

分の復習ができるよう内容を充実させる。「宿題ばっちり１週間」だけでなく、日頃から自分で学習の計画を立て、実行で

きる力を育てていく。専門家や地域の関係者の参画による授業や体験活動を工夫しながら実施していく。きたコンを活用し

ての意見交換や活動をさらに充実させ効果的な学びにしていく。教員のきたコンの活用の研修などを充実させていく。 

 ★中期的目標３ 体験的な学習を通した健やかな体づくりと自らの安全を守る力を育成する  

友達同士の教え合いを多様な方法で実施し効果を点検し改善を図る。５種目走は多様な走り方や効果的な方法を定期的に点

検・改善を続けていく。地域での自然体験活動を円滑に実施できる工夫を進めたり外部講師を招いたりして運動への意欲を

高めていく。きたコンの活用など新たな企画や大学との連携を考え多様な食育計画を立案していく。きたコンの活用は今後

も増加し情報モラル教育に関して最先端の情報を収集して安全な利用についての指導をさらに充実させていく。 

 ★中期的目標４ 学びの環境の充実と子どもと家庭へのきめ細やかな支援を充実する     

スクール・カウンセラーなどを講師として研修会を行い教員の支援方法や保護者との関わり、専門機関との連携について理

解を深めていく。教員研修や資質向上のための取組などをお知らせやホームページなどで工夫しながら保護者、地域に示し

ていく。安全点検を欠かさず実施して問題点を全職員で共通理解しすばやく対応、改善する。 

 ★ 中期的目標５ 絆づくりと活力ある学校・地域コミュニティを創造する         

ＰＴＡと連携しながらホームページを含めて学校の情報提供の手段や機会を広げることを進め情報ツールの変化に応じて

よりよい方法を考えていく。次年度は７０周年記念にあたり地域の方々の参画する機会を計画的に実施して学校が地域の教

育力向上の拠点となるよう取組を進めていく。保護者、地域のご意見を受け止め経営改善を進め発信をしていく。 


